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給与所得控除及び基礎控除の改正について 

１ 給与所得控除の改正（資料１、別紙１） 

(1)  給与所得控除額が一律１０万円引き下げられました。 

(2)  給与所得控除の上限額が適用される、給与等の収入金額が８５０万円に引き下げら

れました。 

(3)  給与所得控除の上限額が１９５万円に引き下げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基礎控除の改正 

(1)  基礎控除額が１０万円引き上げられました。 

(2)  合計所得金額が２，４００万円を超える所得者についてはその合計所得金額に応じ

て控除額が逓減し、合計所得金額が２，５００万円を超える所得者については基礎控

除の適用はできないこととされました。 

 

 

 

 

 

 

３ 給与所得者の基礎控除申告書の新設 

上記１，２の改正に伴い、「給与所得者の基礎控除申告書」が新たに設けられ、年末調整

の際に提出しなければならないこととなりました。 

 

４ 各種所得控除を受けるための扶養親族等の合計所得金額要件等の改正 

同一生計配偶者、扶養親族、源泉控除対象配偶者、配偶者特別控除の対象となる配偶者及

び勤労学生の合計所得金額要件がそれぞれ１０万円引き上げられました。 

 

 

 

 

別紙２ 


